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幹事報告 会長挨拶 

  

  ■ 事務連絡 ■ 

 ＊ガバナー事務所より 

   ガバナー月信 Ｎｏ．２ 到着 

 ＊米山記念奨学委員会事務所より 

   米山記念奨学生学友会冊子 到着 

 ＊裾野ＲＣより 

   ２０１１－２０１２年度 事業計画書 到着 

 

■ 例会変更 ■ 

＊裾野ＲＣ 

  ８月１９日（金）→夜間例会 

  ９月２日（金）→８月３１日（金） 長泉ＲＣ合同例会 

＊富士ＲＣ 

  ９月２１日（水）→夜間例会 

 

■ 週報到着 ■ 

富士ＲＣ・新富士ＲＣ・沼津ＲＣ・沼津西ＲＣ 

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
第１４０３回例会 会長挨拶 

会長 太田昭二

この週末にかけて、新潟福島に記録的な集中豪雨が起こり、

大きな被害が出ました。地震津波と自然災害が続いております。

昔から日本は台風をはじめ、災害の多い国ですが、最近の災害

は激しく大きいものが発生しているように思われます。 

 

今日から８月。早いもので就任からもう 1 ヶ月が過ぎました。な

んとなく時間が過ぎてしまいました。ここから特に今月は会員増

強拡大月間ということで、今喫緊の問題の増強に力を入れてい

きたいと思います。今回は古泉増強委員長に卓話をお願いして

ありますので、よく聴いて下さい。それと先程の理事会でも承認さ

れましたが、会員増強プロジェクトチームを作り、動き出します。

チームメンバーは私が決め、後日発表します。皆様には会員候

補者をどしどし出していただき、少しでも良い結果をもたらすこと

を期待しております。 

 

今週の６日（土）、７日（日）と富士登山される方は、事故の無

い様気をつけて行って来てください。 

  

  

  

   
本日のゲスト・ビジター 

 

ビジター 沼津西ＲＣ 渡辺亀一 様 

ゲストはありませんでした。 

  

  

  

  

  

  

  

  
 

スマイル報告 

 

  原 修一  ロータリー財団へ 

  原 修一  誕生月です。 

  原 修一  ７８歳です。 

  野口郁夫 ロータリー財団へ。 

  野口郁夫 今月も宜しく。 

  岩本義正 今月も宜しく。 

  髙田 聡  今月も宜しく。 

  前田 守  遅くなりました。 遅くなりました。 

  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

会員増強について 

       会員増強退会防止委員会委員長 古泉榮一

 今日は。「クラブ会員増強委員会の手引き」を参考にして話し

てみたいと思います。この手引きは２０１１－１２年度、２０１２－１３

年度のクラブ委員会が使用する目的で作成されたものです。 

 会員増強の役割は、会員増強の為の行動計画を立て、これを

実施することです。ロータリークラブが効果的に機能するために

は、会員が必要です。地域社会に奉仕しロータリー財団を支援

し、クラブレベルを超えてロータリーに奉仕できる指導者を育成

するためのクラブの力は、クラブの会員基盤の規模と強さに直接

関係しています。会員増強委員会の責務は、 

 ・委員会で会員増強目標を立てる。 

 ・クラブの長所と短所を知る為に、クラブの評価を行う。 

 ・広報委員会と協力して、会員候補者と現会員のどちらにも魅

力的なクラブイメージをつくる。 

 ・新会員並びに現会員の教育と研修を目的としたプログラムを

立案する。 

【会員増強】 クラブ会員基盤を築くには、会員を勧誘すると同時

に、会員を維持することも必要で、新会員が入会することで、多

様性や新鮮なアイデア、新しいエネルギーなどがもたらされるな

ど、クラブにとって大きな利点があると思います。この活動は、委

員会の優先事項でクラブの長所と短所を知る為に定期的にクラ

ブの評価を行い、会員には十分に情報を提供して活動してもら

い、クラブへの貢献に感謝の意を表する事で会員の満足度が高

まります。 

ロータリークラブの会員基盤を築くプロセスは流動的で、多く

の場合次の段階を踏みます。 

・探し出す ・紹介する ・入会を勧める ・入会させる ・導き、情

報を伝える ・参加させる ・教育する 

そこで忘れてはならない事は、クラブの職業分類表の未充填の

職業から充当することで会員の多様性が生まれ、クラブの活性

化に繋がるものと思いますので、今回はこのことも増強目的の一

つに取り上げてみたいと思います。 

【推薦する前に忘れてはいけないこと】 会員候補者が会員の財

政域義務、出席要件、期待事項について十分理解していること

の確認をする。 

新会員を迎え入れる為には、入会にあたり候補者と共に家族

も招待してクラブの雰囲気を体験してもらう。 

以上の様な事を踏まえ、事業計画書に記載しました事項を実行

に移していきたいと思っております。 

・元会員や知人に対するレター作戦は、往復はがきを使用して、

それぞれ会員に於いて実施してください。 

・地域に密着した交流プログラムは、それぞれの委員会と協議し

て実施する。 

・若い会員獲得には入会金や会費について考慮する手だてを

現会員の意向を聞いて計画する。 

 

会員増強の目的を達成するために 

 ・新入会員のためのオリエンテーションプログラムを実施する。 

 

会員卓話 
 ・新会員一人ひとりに経験豊かな顧問を任命する。 

 ・新会員を推薦した会員を表彰する。 

 ・会員候補者を例会に出席してもらい、クラブの雰囲気を体験して

もらう。 

本年度は創立当時の会員数に増員することを目標に頑張っていき

ますので、会員各位のご支援を宜しくお願い致します。 

 

第３回 理事会報告 
 

 ①９月の例会プログラム 

  ０５日 1407 回 卓話（新世代委員会・梅田会員） 

  １２日 1408 回 →例会変更 ３１周年創立夜間例会 

  １９日 0000 回 祝日休会（敬老の日） 

  ２６日 1409 回 クラブ協議会（2013 年規定審議会に対する 

                     立法案について検討） 

  ※会場 ５日→１Ｆ会議室 ２６日→２Ｆ和室 

  ※２６日の卓話はクラブ協議会へと変更致しました。 

 ②３１周年創立記念夜間例会について 

  ・会場は会長幹事が検討し、決まり次第報告致します。 

 ③２０１３年規定審議会に対する立法案について 

  ・本日の理事会にて配布しましたので、目を通していただき 

   ９月２６日の例会にて検討します。 

 ④会員増強について 

  ・提案 会員増強プロジェクトチーム（３～４名）を結成しては 

       どうか？ 

  ・結論 古泉委員長一人では限界もあるので、実際に積極 

       的に行動するチームを編成します。人選は太田会 

       長が行い、決定次第発表致します。 

 ⑤ロータリーカードについて 

  ・以前入会を募り、申込書をご提出いただいた方もいらっ 

   しゃいますが、時間が経ってしまいましたので、再度配布 

   致しますので、全員の申し込みをお願い致します。 

 ⑥地区大会での表彰について 

  ・全員ポールハリスフェローになりましたので、地区大会で 

   表彰される予定です。 

 ⑦米山梅吉記念館の手伝い依頼について 

  ・８月７日、１５時より米山梅吉記念館にて館報発送の手伝 

   いを依頼されました。 

   →原会員が代表して参加していただきます。 

 

会員慶事 

 

【本人誕生日】  原 修一 

【ご夫人誕生日】 なし 

【結婚記念日】  なし 

 
◆次回例会プログラム◆ 前会長・前幹事慰労夜間例会  

 
 
 
 
 

 

出 席 報 告  
      

 会員数 
出席計算に 

用いた会員数 

出席計算に 

用いた出席者 出席率 
７ 月 １ １ 日  

修正出席率

１４名 １４名 １０名 71.43% 78.57%

 

出席： 古泉・太田・原・野口・菊地 他       計１０名 

 

欠席： 勝亦・伊東・濱田・車谷             計４名 

 

ＭＵ：  前田                          計１名


